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会
に
諮
問
し
て
い
た
給
食

費
改
定
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
２
月
12
日
付
で
答
申

を
受
け
た
と
報
告
し
ま
し

た
。

　
答
申
で
は
、
輸
送
等
の

経
費
を
加
味
し
た
食
材
費

の
上
昇
傾
向
か
ら
、
安

心
・
安
全
で
十
分
な
栄
養

価
を
満
た
す
給
食
実
施
に

影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
、

ま
た
２
年
１
月
実
施
の
保

護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
大

多
数
が
給
食
充
実
を
求
め

る
意
見
で
あ
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
考
慮
し
つ
つ
も

小
・
中
学
校
と
も
に
１
食

当
た
り
20
円
の
改
定
が
妥

当
と
し
て
い
ま
す
。

　
答
申
を
受
け
市
は
「
実

施
時
期
に
つ
い
て
慎
重
に

判
断
し
た
結
果
、
３
年
度

２
学
期
か
ら
改
定
を
行
う

予
定
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
「
値
上
げ

の
必
要
性
は
理
解
す
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮

し
、
時
期
に
つ
い
て
は
し

っ
か
り
判
断
を
」
と
の
意

見
が
で
ま
し
た
。

（
文
教
常
任
委
員
会
）

が
多
い
こ
と
か
ら
、
令
和

２
年
10
月
、
既
存
の
京
都

京
阪
バ
ス
大
久
保
宮
ノ
谷

線
の
路
線
一
部
変
更
（
市

道
１
０
３
号
線
か
ら
１
１

０
１
号
線
へ
）
お
よ
び
バ

ス
停
留
所
（
仮
称
城
陽
団

地
口
）
新
設
等
と
い
う
対

策
案
を
４
自
治
会
に
提
示

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
後
、
対
策
案
に
つ

い
て
各
自
治
会
で
話
し
合

い
が
持
た
れ
、
一
部
の
自

治
会
か
ら
は
沿
線
や
バ
ス

停
新
設
・
移
転
付
近
の
住

民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

難
し
い
と
の
回
答
を
得
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
市
は
「
沿

線
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い
中
で
対
策
案
は
実
施

で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
、

４
自
治
会
に
回
覧
に
て
結

果
を
通
知
し
、
本
請
願
に

対
す
る
対
応
は
こ
れ
を
も

っ
て
終
了
す
る
」
と
説
明

し
ま
し
た
。

（
建
設
常
任
委
員
会
）

　
給
食
費
の
改
定

　
市
は
、
学
校
給
食
審
議

あ
る
患
者
に
頻
繁
に
接
す

る
機
会
の
あ
る
医
師
そ
の

他
の
職
員
と
さ
れ
て
お
り
、

職
種
は
限
定
さ
れ
な
い
た

め
、
歯
科
医
、
看
護
師
を

初
め
、
消
防
士
、
介
護
従

事
者
、
薬
剤
師
等
も
含
ま

れ
る
」
と
回
答
。

　
こ
の
ほ
か
高
齢
者
施
設

入
所
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
市
は
「
施
設
の
嘱
託

医
に
よ
る
接
種
が
可
能
か

医
師
会
と
協
議
・
検
討
す

る
」
と
の
見
解
を
示
し
ま

し
た
。

　
委
員
か
ら
は
「
市
民
に

し
っ
か
り
と
情
報
提
供
す

べ
き
」
「
地
域
に
合
っ
た

安
全
な
接
種
体
制
を
」
等

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

（
福
祉
常
任
委
員
会
）

　
久
世
小
学
校
区
４
自
治

会
の
「
交
通
の
手
段
に
つ

い
て
の
請
願
」
に
係
る
対

応
　
市
は
、
同
請
願
の
対
応

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

緑
ケ
丘
お
よ
び
上
大
谷
友

が
丘
自
治
会
に
お
い
て
交

通
手
段
を
必
要
と
す
る
人

外
の
者
の
順
▽
回
数
＝
２

回
▽
時
期
＝
医
療
従
事
者

は
２
月
17
日
か
ら
、
高
齢

者
は
３
月
下
旬
か
ら
で
、

そ
の
他
の
者
は
４
月
下
旬

以
降
に
個
別
通
知
の
発
送

を
行
い
、
国
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
従
い
順
次
実
施
▽

場
所
＝
協
力
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
、
も
し
く
は

接
種
会
場
に
お
け
る
集
団

接
種
▽
方
法
＝
送
付
さ
れ

た
案
内
文
と
接
種
券
に
従

い
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
す

る
医
療
機
関
や
保
健
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
日
時
と
場
所

を
選
択
し
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
の
電
話
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
▽
料
金

＝
無
料
▽
担
当
課
＝
健
康

推
進
課
―
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
「
ま
だ
確
定
し
な

い
内
容
が
あ
り
、
今
後
国

の
通
知
等
で
詳
細
が
判
明

次
第
、
具
体
的
な
対
応
を

速
や
か
に
進
め
た
い
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
医
療
従
事
者

の
範
囲
を
問
い
ま
し
た
が
、

市
は
「
病
院
・
診
療
所
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
患
者
お
よ
び
疑
い
の

で
、
短
時
間
で
あ
ら
ゆ
る

感
染
症
、
ウ
イ
ル
ス
等
の

無
毒
化
が
可
能
と
な
っ

た
」
と
説
明
。

　
ま
た
救
急
出
動
減
少
の

原
因
に
つ
い
て
市
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
外
出
を
自
粛
し
た
り
、

救
急
要
請
を
控
え
た
こ
と

が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
し
、
「
必
要
な
場

合
は
当
然
救
急
車
を
利
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
、
軽
症
者
の
搬
送

が
多
い
状
況
か
ら
、
引
き

続
き
適
正
利
用
に
向
け
て

Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
た
い
」
と

の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

（
総
務
常
任
委
員
会
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　
市
は
、
次
の
よ
う
に
接

種
を
進
め
る
予
定
で
す
。

　
▽
対
象
者
＝
令
和
４
年

２
月
28
日
ま
で
に
16
歳
以

上
と
な
る
市
民
▽
順
序
＝

医
療
従
事
者
等
、
高
齢
者
、

高
齢
者
以
外
で
基
礎
疾
患

を
有
す
る
者
お
よ
び
高
齢

施
設
等
従
事
者
、
そ
れ
以

￥
　
令
和
２
年
中
の
火
災
・

救
急
・
救
助
の
概
要

　
概
況
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　
▽
火
災
発
生
20
件
（
前

年
度
比
３
件
増
）
▽
救
急

出
動
３
３
９
８
件
（
同
４

６
５
件
減
）
。
こ
の
う
ち

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
疑
い
の
搬
送
は
１
１

５
件
（
搬
送
前
の
陽
性
確

定
者
１
人
、
搬
送
後
の
陽

性
確
定
者
１
人
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
後
の
陰
性
確
定
者
43

人
、
そ
の
他
70
人
は
検
査

の
必
要
な
し
と
判
断
）
▽

救
助
出
動
33
件
（
同
６
件

減
）
。

　
委
員
は
「
救
急
車
の
除

菌
シ
ス
テ
ム
」
を
問
い
ま

し
た
が
、
市
は
「
令
和
２

年
12
月
に
オ
ゾ
ン
ガ
ス
発

生
装
置
を
導
入
し
た
こ
と

委員会での
報 告 事 項


